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月　

日
（
祝
）
は
、
庁
舎
内

１１

２３

電
気
設
備
の
点
検
を
行
う
た
め
、

終
日
停
電
と
な
り
ま
す
。
そ
れ
に

　

図
書
館
で
は
、
東
久
留
米
市
立

図
書
館
協
議
会
設
置
条
例
に
基
づ

き
図
書
館
協
議
会
委
員
を
募
集
し

ま
す
（
任
期
２
年
）。

　調査結果は、国や地方公共団体における「住生活基本計画」の成
果指標の設定、耐震や防災を中心とした都市計画の策定などに幅広
く利用されます。
　調査票の集計結果は、２６年夏頃からインターネットや総務省が刊

行する報告書を通じて公表される予定です。
詳細は総務省統計局ホームページ
（http://www.stat.go.jp/）または政府統計
の総合窓口（ e－Ｓtat ）ホームページ

イースタット

（http://www.e-stat.go.jp/）を参照してく
ださい。
　詳しくは企画経営室総務課統計調査担当
☎４７０・７７１４へ。

　

交
通
事
故
や
傷
害
事
件
な
ど
、

他
人
の
行
為
が
原
因
で
負
傷
し
た

り
、
病
気
に
な
っ
た
り
す
る
こ
と

を
「
第
三
者
行
為
」
と
い
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
場
合
の
治
療
費
は
、

被
害
者
に
過
失
が
な
い
限
り
、
原

則
と
し
て
加
害
者
が
全
額
負
担
す

２５年住宅・土地統計調査への
ご協力ありがとうございました

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
に
加

入
し
て
い
る
方
が
交
通
事
故
な
ど

に
遭
い
、
加
害
者
と
の
話
し
合
い

が
す
ぐ
に
解
決
し
な
い
な
ど
の
場

合
、「
第
三
者
行
為
に
よ
る
傷
病

届
」
を
提
出
す
る
こ
と
で
、
被
保

険
者
証
を
使
っ
て
治
療
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
国
保
で
は
、

一
時
的
に
医
療
費
を
立
て
替
え
、

後
で
被
害
者
に
代
わ
っ
て
加
害
者

に
治
療
費
を
請
求
し
ま
す
。

　

保
険
年
金
課
（
市
役
所
１
階
）

へ
届
け
出
を
す
る
前
に
示
談
を
し

た
り
、
治
療
費
を
受
け
取
っ
た
場

合
、
ま
た
同
課
へ
届
け
出
が
な
か

っ
た
場
合
は
、
被
保
険
者
証
が
使

用
で
き
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

国
保
の
医
療
費
は
、
加
入
者
の

保
険
税
か
ら
支
払
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
大
切
な
財
源
を
有
効
に
使
う

た
め
に
も
、
第
三
者
行
為
に
よ
る

治
療
で
国
保
の
被
保
険
者
証
を
使

う
場
合
は
、
必
ず
届
け
出
て
く
だ

さ
い
。

　

詳
し
く
は
同
課
☎
４
７
０
・
７

７
３
３
へ
。

伴
い
、
終
日
市
役
所
本
庁
舎
を
閉

館
し
ま
す
。

　

市
役
所
１
階
市
民
プ
ラ
ザ
・
屋

内
ひ
ろ
ば
・
証
明
書
自
動
発
行
機

（
東
久
留
米
駅
東
口
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
１
階
出
入
り
口
横
に
設
置

の
も
の
を
含
む
）・
金
融
機
関
Ａ
Ｔ

Ｍ
・
地
下
駐
車
場
な
ど
も
ご
利
用

い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

　

ご
不
便
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
管
財
課
管
財
係
☎

４
７
０
・
７
７
１
８
へ
。

　
【
対
象
・
募
集
人
数
】　

月
１
日

１１

現
在
、
市
内
在
住
で　

歳
以
上
の

２０

方
。
２
人

　
【
報
酬
】
市
の
規
定
に
よ
る

　
【
申
し
込
み
方
法
】　

月　

日

１１

２８

（
木
）
ま
で
に
、
４
０
０
字
詰
め

原
稿
用
紙
２
枚
以
内
に
「
私
の
思

う
こ
れ
か
ら
の
図
書
館
に
つ
い

て
」
を
記
入
の
上
、
応
募
用
紙

（
各
図
書
館
窓
口
で
配
布
）
を
添

え
、
開
館
日
の
午
前　

時
～
午
後

１０

５
時
に
、
市
内
各
図
書
館
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い

　

詳
し
く
は
中
央
図
書
館
業
務
係

☎
４
７
５
・
４
６
４
６
へ
。
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社
会
保
険
料（
国
民
年

金
保
険
料
）控
除
証
明

書
が
発
行
さ
れ
ま
す

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
全
額

が
確
定
申
告
や
年
末
調
整
の
社

会
保
険
料
控
除
の
対
象
に
な
り

ま
す
。
そ
の
年
の
１
月
１
日
～

　

月　

日
に
納
付
し
た
保
険
料

１２

３１

が
対
象
で
す
。
確
定
申
告
な
ど

で
社
会
保
険
料
控
除
の
申
告
を

す
る
際
に
は
、
納
付
し
た
国
民

年
金
保
険
料
を
証
明
す
る
書
類

の
添
付
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
家
族
の
国
民
年
金
保

険
料
を
納
付
し
た
場
合
に
は
、

納
付
し
た
方
が
、
社
会
保
険
料

控
除
と
し
て
申
告
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
の
で
、
家
族
宛
て
に

送
ら
れ
た
控
除
証
明
書
を
添
付

の
上
、
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

９
月　

日
ま
で
に
納
付
し
た
国

３０

民
年
金
保
険
料
額
を
証
明
す
る

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険

料
）
控
除
証
明
書
」
が
、　

月
上

１１

旬
に
日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ

れ
ま
す
。
確
定
申
告
や
年
末
調
整

の
手
続
き
の
際
に
は
、
こ
の
証
明

書
（
ま
た
は
領
収
証
書
）
が
必
要

に
な
り
ま
す
の
で
、
大
切
に
保
管

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、　

月
１

１０

日
～　

月　

日
に
、
今
年
初
め
て

１２

３１

国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た
方

に
は
、　

年
２
月
上
旬
に
送
付
さ

２６

れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は　

月
１
日
～　

年
３

１１

２６

月　

日
に
、
控
除
証
明
書
専
用
ダ

１４
イ
ヤ
ル
☎
０
５
７
０
・
０
７
０
・

１
１
７（
Ｉ
Ｐ
電
話
の
方
は
☎　
・
０３

６
７
０
０
・
１
１
３
０
）
へ
。

老
齢
厚
生
年
金
な
ど 

の
受
給
者
の
方
へ 

扶
養
親
族
等
申
告
書
が

送
付
さ
れ
ま
す

　

老
齢
ま
た
は
退
職
を
支
給
事
由

と
す
る
年
金
は
、
雑
所
得
と
し
て

所
得
税
が
課
さ
れ
ま
す
（
障
害
年

金
・
遺
族
年
金
は
課
税
さ
れ
ま

せ
ん
）。

　

こ
の
う
ち
、
老
齢
年
金
額
が

　

歳
未
満
の
方
は
１
０
８
万
円

６５以
上
、　

歳
以
上
の
方
は
１
５

６５

８
万
円
以
上
で
あ
る
場
合
に
所

得
税
を
源
泉
徴
収
し
て
い
ま
す
。

　

源
泉
徴
収
の
対
象
と
な
る
方

に
は
、　

月
上
旬
に
日
本
年
金

１１

機
構
か
ら
「
扶
養
親
族
等
申
告

書
」
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
こ
の

申
告
書
に
よ
り
、　

年
分
の
年

２６

金
に
か
か
る
所
得
税
を
計
算
し

ま
す
。
扶
養
親
族
等
申
告
書
を

提
出
す
る
こ
と
で
公
的
年
金
等

控
除
、
基
礎
控
除
、
扶
養
控
除
、

寡
婦
・
寡
夫
控
除
な
ど
の
各
種

控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
提
出

が
な
い
と
、
提
出
し
た
場
合
に

比
べ
て
多
く
の
所
得
税
が
源
泉

徴
収
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す

の
で
、
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
年
金
以
外
に
収
入

が
あ
る
方
は
確
定
申
告
が
必
要

で
す
。

　

詳
し
く
は
武
蔵
野
年
金
事
務

所
☎
０
４
２
２
・　

・
１
４
１

５６

１
へ
。

市
役
所
本
庁
舎

　

月　

日
（
祝
）
は
終
日

１１

２３市
役
所
本
庁
舎
を
閉
館
し
ま
す

ご
存
じ
で
す
か

交
通
事
故
な
ど
に
遭
っ
た
場
合
の

治
療
と
国
民
健
康
保
険

図
書
館
協
議
会
市
民
委
員
を

募
集
し
ま
す

市
役
所
本
庁
舎
で
消
防
演
習
を
実
施
し
ま
す

く
だ
さ
い
。

　

ご
不
便
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

【
日
時
】　

月
６
日
（
水
）
午
後

１１

２
時
開
始

　

【
会
場
】
市
役
所
本
庁
舎
１
階
お

よ
び
屋
外
ひ
ろ
ば

　

詳
し
く
は
管
財
課
管
財
係
緯
４

７
０
・
７
７
１
８
へ
。

　

市
で
は
、
秋
の
火
災
予
防
運
動

に
伴
い
、
消
防
署
と
合
同
で
、
市

役
所
本
庁
舎
内
の
火
災
を
想
定
し

た
消
防
演
習
を
実
施
し
ま
す
。

　

本
庁
舎
東
側
の
来
庁
者
用
駐
輪

場
は
、
消
防
演
習
が
終
了
す
る
ま

で
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
消

防
演
習
に
お
い
て
一
斉
放
水
を
行

い
ま
す
。
水
し
ぶ
き
が
掛
か
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意

週
間
中
の
催
し

◎
防
火
の
つ
ど
い

　

【
日
時
】　

月　

日
（
火
）
午
後

１１

１２

２
時
か
ら

　

【
会
場
】
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　

【
内
容
】第
１
部
＝
午
後
２
時
か

ら
火
災
予
防
功
労
者
に
対
す
る
表

彰
式
▼
第
２
部
＝
午
後
３
時　

分
１５

か
ら
タ
レ
ン
ト
麻
木
久
仁
子
さ
ん

に
よ
る
防
火
防
災
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

　

【
費
用
】
無
料

　

【
そ
の
他
】
先
着
５
０
０
人
に
消

防
グ
ッ
ズ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す

　

当
日
直
接
会
場
へ
（
車
で
の
来

場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
）。

　

詳
し
く
は
東
久
留
米
消
防
署
予

防
課
防
火
査
察
係
緯
４
７
１
・
０

１
１
９
へ
。

川
市
泉
町
の
「
災
害
救
急
情
報
セ

ン
タ
ー
」
に
つ
な
が
り
、
そ
こ
か

ら
災
害
現
場
に
近
い
消
防
署
に
あ

る
消
防
隊
や
救
急
隊
に
、
出
動
が

指
令
さ
れ
ま
す
。
消
防
隊
や
救
急

隊
が
迅
速
に
災
害
現
場
に
到
着
す

る
た
め
に
は
、
住
所
や
災
害
の
内

容
な
ど
の
正
し
い
通
報
が
必
要
で

す
。

　

火
災
や
急
病
・
け
が
な
ど
、
目

の
前
で
火
災
や
事
故
が
発
生
し
た

場
合
は
、
誰
で
も
気
が
動
転
し
興

奮
し
た
状
態
に
な
り
が
ち
で
す
。

１
秒
を
争
う
と
き
で
も
落
ち
着
い

て
１
１
９
番
通
報
で
き
る
よ
う
に
、

通
報
訓
練
を
積
極
的
に
行
い
、
正

し
い
通
報
要
領
を
身
に
付
け
ま
し

ょ
う
。
い
ざ
と
い
う
と
き
に
備
え

て
、
電
話
の
そ
ば
に
「
住
所
、
名

前
、
目
標
、
電
話
番
号
」
を
記
入

し
た
メ
モ
な
ど
を
、
準
備
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

ま
で
は
、「
１
１
２
番
」
が
緊
急
電

話
番
号
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
ダ
イ
ヤ
ル
方
式
に
不
慣
れ

で
誤
接
続
が
多
い
た
め
に
、
地
域

番
号
（
局
番
の
第
一
数
字
）
と
し

て
使
わ
れ
て
い
な
い
「
１
１
９
番
」

が
緊
急
電
話
番
号
に
指
定
さ
れ
、

昭
和　

年
か
ら
、
毎
年　

月
９
日

６２

１１

が
「
１
１
９
番
の
日
」
と
し
て
制

定
さ
れ
ま
し
た
。

 　

東
京
消
防
庁
管
内
で
１
１
９
番

通
報
す
る
と
、
多
摩
地
域
で
は
立

住
宅
か
ら
の
出
火
防
止

対
策
を
し
ま
し
ょ
う

　

①
調
理
中
は
コ
ン
ロ
か
ら
離
れ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

　

②
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
や
め
ま

し
ょ
う

　

③
ス
ト
ー
ブ
の
周
り
に
燃
え
や

す
い
物
を
置
か
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う

消
火
器
や
防
炎
品
な
ど

の
住
宅
用
防
災
機
器
を

備
え
ま
し
ょ
う

　

①
エ
プ
ロ
ン
や
寝
具
類
な
ど
は

防
炎
品
に
し
ま
し
ょ
う

　

②
消
火
器
は
初
期
の
火
災
を
消

火
し
、
被
害
拡
大
を
防
止
し
ま
す
。

小
型
で
持
ち
運
び
が
便
利
な
も
の

も
あ
り
ま
す

　

月
９
日
は　
　
　
　

１１１
１
９
番
の
日
で
す

　

「
１
１
９
番
」
が
誕
生
し
た
の
は
、

昭
和
２
年　

月
１
日
で
す
。
そ
れ

１０

　
　

月
９
日
（
土
）
〜　

日
（
金
）

１１

１５

の
１
週
間
は
秋
の
火
災
予
防
運
動

週
間
で
す
。
防
火
防
災
に
関
す
る

意
識
や
防
災
行
動
力
を
高
め
、
火

災
や
地
震
か
ら
尊
い
命
と
貴
重
な

財
産
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
命

を
守
る
大
切
な
機
器
で
す

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
火
災
の

早
期
発
見
に
大
変
有
効
で
す
。
奏

功
例
も
多
数
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

正
常
に
作
動
す
る
か
、
月
に
１
回

は
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

①
警
報
器
に
ホ
コ
リ
が
付
く
と

火
災
を
感
知
し
に
く
く
な
り
ま
す
。

汚
れ
が
目
立
っ
た
ら
、
乾
い
た
布

で
拭
き
取
り
ま
し
ょ
う

　

②
ボ
タ
ン
を
押
し
た
り
、
ひ
も

が
付
い
て
い
る
タ
イ
プ
の
も
の
は
、

ひ
も
を
引
い
て
テ
ス
ト
を
行
い
ま

し
ょ
う

　

※
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
悪
質

な
訪
問
販
売
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

秋
の
火
炎
予
防
運
動
ポ
ス
タ
ー

　
年
度
東
京
消
防
庁
防
火
標
語

２５「
う
れ
し
い
ね　
防
火
で
笑
顔
の　
人
と
町
」

（
作
者　
入
月　
千
代
子
〈
い
り
づ
き　
ち
よ
こ
〉
さ
ん
（
世
田
谷
区
））

　

年
秋
の
火
災
予
防
運
動
が
始
ま
り
ま
す

２５

麻
木
久
仁
子
さ
ん
ト
ー
ク
シ
ョ
ー


